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社会科同好会編㉙ 「日韓ピースキャンプ 光州・木浦」 
 

２０２５年７月２８日（月）～８月１日（金）、日韓ピースキャンプ（記憶と平和のための１９２３歴史館／秩父ユネ

スコ協会主催）に生徒２名＋社会科教員３名で参加し、光州と木浦を訪れました。韓国現代史の中の国家暴

力の歴史を理解し、さらに人権と民主主義の重要性を共に学ぶことが今回の目的です。 

 

韓国での交流会で上演するための

朗読劇を埼玉の高校生、大学生の参

加者とともに練習。事前学習として

光州事件を描いた映画『タクシード

ライバー』を見ました。 

１９８０年５月、民主化運動が弾

圧された「光州事件」では、民間

人を守るはずの軍が民衆を殺傷

しました。以来、韓国、特に光州

にとって、「５月」は特別な月。

２０２４年、国立の国家暴力によ

るトラウマセンターが作られた

そうです。「国家が被害者を支援

するのは、加害があった事実を認

めていることを意味するので重

要だ」と、民主化運動参加者の方

がおっしゃっていました。韓国の

高校生は「歴史を忘れた民族に未

来はない」と言っていました。 

朝鮮大学校の寮で学習・交流 

国立 5．18民主墓地。民主化運動

の犠牲者を弔い語り継ぐ場所へ 

2014年のセウォル号事件を

記憶するための空間を訪問 

関東大震災で虐殺された

朝鮮人青年・具學永さんの

慰霊碑に献花しました。 

5．18民主化運動を学ぶ

フィールドワーク 

７月３１日に

天安市へ。 

「１９２３歴

史館」を見学、

交流しました。 

関東大震災で

発生した朝鮮

人虐殺に関す

る資料が展示

されています。 

交流会で、社会科同好会が

学校で撮影したメッセー

ジを映してもらいました。

1 月の日韓交流（東京）の

参加者を中心に撮影。 


